
 

 

 

 

 

 

 

第５２回 

○場 所：ふれあいサロン 

○時 期：令和２年 1２月 18 日 19：00～2１：00 

○参加者：委員 5 名 一般 3名 ゲスト 3 名 行政 5 名  

○新型コロナ対策を実施して開催しました。（マスク、手消毒、体温チェック、常時換気） 

 

第１ 村長あいさつ 

   強い寒波が到来し寒い日が続いています。事故や体調管理にお気をつけ

ください。本日はゲストとして和良おこし協議会の方々にお越しいただ

いております。和良には親類がおり非常に馴染みのある地域です。 

また、新しい移住者のお２人がいらしています。委員会は地元の方と移住

者の方が交流し活動している場です。今後もあたたかな交流をよろしく

お願いします。 

 

第２  「和良おこし協議会」の活動について 

 １ 内容 

  ・和良おこし協議会事務局長の加藤さんより、活動内容について 50 分ほど

説明を伺いました。 

 ２ 意見 

  ・住民による空家解体された件についてもう少し伺いたい。（樋口） 

  ・ほぼ手作業で、重機のヘルプも行われました。また、解体作業は長期間行 

われました。（加藤さん） 

  ・東白川村の移住者は何に住んでいますか？（加藤さん） 

  ・空き家バンク物件の中でも特に「寄附物件」の成約が多いです。また、空 
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き家バンクに登録される物件の荷物は、行政職員による片付けが行われて

います。 

  ・和良は賃貸物件の成約が多いです。また、賃料は公営住宅の賃料に合わせ 

て 3 万円くらいです。（加藤さん） 

  ・活動メンバーを増やすには？（樋口） 

  ・現在、メンバーの 1/3 が移住者です。（加藤さん） 

・同級生などにイベントがあるごとに、地道に声かけをしてきました。地域 

の方々は地域活動や地域のこれからについて、なんらか想っています。 

（池戸さん） 

・プレミアム世代の 60 代以上をまちづくりに巻き込もう。と大学教授が仰

っていました。（加藤さん） 

・東白川村も夏祭りをはじめ、住民の方々が活動・運営されています。自治

会でいえば、本村は 1 年交代ですが 2 年交代制にすると良いと思ってい

ます。（村長） 

・和良は 2 年制です。（加藤さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和良おこし協議会や和良の PR販促物等をたくさん掲示していただき、楽

しい空間になりました。 



 

第３「集落あるもの探し」について 

１ 内容 

  ・開 催 日：1２月 14 日（月）1４時～1７時  

  ・集  落：中通 

  ・案 内 役：村雲直樹さん（インタビューの日） 

  ・インタビュイー：村雲直樹さん・村雲ふでさん 

  ・参 加 者：2 名（事務局のみ） 

 ２ 感想 

・今回は、中通の道と境界をテーマに取り組みました。 

・この地域は沢がない場所でも水が染み出て、生活用水や農業用水（堤）で

困ったことは無いことに驚きました。（樋口） 

・中通の集会所周辺でよい写真が撮れました。今回は、委員さんがおらず事

務局のみの集落歩きとなってしまいましたが、自分達のペースで集落の

気になるところを回ることが出来たと思います。（居石） 

 ３ 次回について 

  ・残りは大口、宮代、（上親田）。3 月実施を予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集落あるもの探し手づくりマップ 

 



 

第４ 移住者サポートについて 

   村づくりにおいて、移住定住・移住者へのサポート（世話役）を官民協働

で活動する重要性を委員会で共有しており、「移住定住交流」は委員会に

おいて重要なミッションとして動き始めました。今回は、新型コロナ第３

波対策として 1 月 31 日開催予定の交流イベントの延期の旨を伝えまし

た。開催は 3 月か 4 月を予定しています。 

 

第５ 私の近況報告 

 １ 渡邉さん 

  （１）占いを続けています。オンラインは模索中ですが・・・。 

  （２）最近ビックリしたことは、広報に載っていた記事で、東京の古本屋で

大正時代に制作された東白川村誌が発見されたことです。 

 ２ 永井さん 

  （１）起業したツチノコテクノロジー（IT 系）は順調です。新規従業員も

募集しました。まだ、東京の受注が多いので、東白川村地域からの受

注を伸ばしていきたいです。 

 ３ 房国さん 

  （１）山レンタル事業をはじめました。（forenta）コンセプトは「自由に

ワイルドキャンプ」です。これは日本発のスタイルです。9 区画から

始めましたが、エントリー数が多く 17 区画に増やしました。エント

リーの倍率は 25 倍です。目標は 100 区画！今後もマスメディアに紹

介される予定です。 

 ４ 笹俣さん 

  （１）長い期間相続されていない物件の購入は、とても大変です。 

  （２）新型コロナとお茶の研究についての大学教授コメント資料を持ってき

ました。村のお茶を医療従事者の方々にプレゼントしたらどうでしょ

うか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 小林さん 

  （１）焼菓子の活動を続けています。応援してくださるお客さんも増えてき

ました。 

  （２）大豆加工組合の作業が始まっています。組合では世代交代が課題とな

っています。 

 ６ 早勢さん 

  （１）先日、新規事業の企画を「日本で最も美しい村」連合の会議にて発表

しました。良い感触でした。実現に向けてすすめて行きたいと考えて

います。 

 

 

 

 

新しい山レンタル「forenta フォレンタ」について語る房国さん。（中央） 

移住してツチノコテクノロジーを立ち上げた永井さん。（右） 

今回、新型コロナとお茶についての資料を紹介した笹俣さん。（左） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 居石さん 

  （１）外に出て行ってしまうお金のひとつとして石油燃料があります。その

代替を目的として、薪の利用について考えました。山には間伐された

木が残されており、その木を自由に入手できる仕組みがあればと思い、

このことについて考えてみました。 

  （２）所有している山は、森林組合による間伐を行って間伐放置材がありま

すが、急峻な山の地形のため搬出ができません。（渡邉さん） 

  （３）搬出者は効率的視点ではなく、搬出過程を愉しい生活の一部として捉

えると思います。ひきつづきいろんな方とのお話しを重ねながら考え

ていきます。 

 

【次 回】 １月１８日（月） １９時~21時  場所：ふれあいサロン 

 

 

地域の担い手、農業、焼き菓子の活動をお話中の小林さん。（中央） 

12月に移住されたばかりで初参加の稲富さん夫妻。（右のお２人） 

前回委員会で企画を発表した、地域おこし協力隊 1 年目の早勢さん。（左） 



 

 

 


